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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　：有（法人税や引当金の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。）
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の　　　　　：無
　 変更の有無
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　：有　連結（新規） 7社 （除外） 2社　持分法（新規） 2社 （除外） 5社

２. 平成17年３月期第３四半期の業績概況（平成16年４月１日 ～ 平成16年12月31日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況 （注）百万円未満の金額は、四捨五入して表示している。

売　　上　　高 営　業　利　益 経　常　利　益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年３月期第３四半期 1,011,787 11.9 89,650 100.8 88,259 128.0
16年３月期第３四半期 904,557 - 44,636 - 38,706 -
（参考）16年３月期 1,253,534 60,932 53,643

四半期（当期）純利益 １株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

17年３月期第３四半期 46,703 135.9 33 34 ―
16年３月期第３四半期 19,795 - 14 13 ―
（参考）16年３月期 27,672 19 62 ―
　（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

(2)財政状態（連結）の変動状況
総　　資　　産 株  主  資　本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭

17年３月期第３四半期 1,320,759 499,503 37.8 356 68
16年３月期第３四半期 1,289,610 438,462 34.0 312 96
（参考）16年３月期 1,249,206 450,451 36.1 321 41

(3)連結キャッシュ･フローの状況
営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期　 末 　残 　高
百万円 百万円 百万円 百万円

17年３月期第３四半期        50,637 △ 43,779       △ 3,597 75,881
16年３月期第３四半期        66,646 △ 79,562          9,566 75,721
（参考）16年３月期       122,147 △ 79,323      △ 50,637 70,898

３. 平成17年３月期の連結業績予想（平成16年４月１日 ～ 平成17年３月31日）

　 売　上　高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 １株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 円 銭

通　　期 1,380,000 112,000 56,000 39 99

※上記予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれております。上記予想と
　実際の業績の間には、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。
　　　

－1－



（旭化成株式会社）                               [連結] 
 

 － 2 －

連結経営成績及び財政状態（９ヶ月間の累計） 

 

（１）経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報 

① 業績全般 

当第３四半期（平成１６年４月～１２月）における我が国経済は、好調な輸出、企業収益

の改善、民間設備投資需要の増加などにより比較的順調に推移しましたが、円高による輸出

の減速やデジタル家電関連需要が調整局面を迎えるなど、事業を取り巻く環境は急速に厳し

さを増しつつあります。 

当社グループの当第３四半期における連結業績は、海外需要が好調なケミカル事業や関連

需要が旺盛であったエレクトロニクス事業、さらに前年の受注活動が好調であった住宅事業

がそれぞれ売上を伸ばしたことから、売上高は１兆１１８億円で前年同期比１，０７２億円

（１１．９％）の増収、営業利益は８９７億円で前年同期比４５０億円（１００．８％）の

増益となりました。なお、営業利益の前年同期比４５０億円の増益には、退職給付会計にお

ける数理計算上の差異償却による影響額として２８５億円（当第３四半期の数理計算上の差

異償却額１４５億円の益と前第３四半期の数理計算上の差異償却額１４０億円の損との差

額）の増益要因が含まれています。また、経常利益は８８３億円で前年同期比４９６億円

（１２８．０％）の増益となり、当四半期純利益は海外関連会社の清算損失や建材事業の

構造改善費用などで約１２１億円の構造改善費用を計上しましたが、事業活動が好調に推

移したことなどから、前年同期比２６９億円増の４６７億円（１３５．９％）となりまし

た。 

 

② セグメント別概況 

＜ケミカルズ＞セグメント・・・ケミカル事業 

売上高は４，１５３億円で、前年同期比８６３億円（２６．２％）の増収、営業利益

は３３２億円で、数理計算上の差異償却による影響額８０億円の益を含め前年同期比２０６

億円（１６３．９％）の増益となりました。 

基礎原料・モノマー系事業においては、ナフサおよびベンゼンなど原燃料価格が高騰し、

収益の圧迫要因になりましたが、堅調な需要を背景とする製品市況の改善や増設による販売

量増加などにより業績は伸長しました。ポリマー系事業においては、原燃料価格上昇の影響

に対し、製品市況の回復が若干遅れており、厳しい状況が続きました。スペシャリティ・シ

ステム系事業においては、イオン交換膜など膜関連の事業を中心に伸長しました。 

 

＜ホームズ＞セグメント・・・住宅事業 

売上高は２，５９０億円で、前年同期比１４５億円（５．９％）の増収、営業利益は

１７４億円で、数理計算上の差異償却による影響額３８億円の益を含め前年同期比７３億円

（７２．２％）の増益となりました。 

住宅事業は、前年の好調な受注を反映し、売上高が伸長しました。原材料価格が全般的に
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高騰し、収益の圧迫要因になりましたが、引き続き効率化に努め、コストダウンを推進しま

した。受注については、「ロングライフ住宅」戦略に基づき、キャンペーン等による販売促

進を図りましたが、前期の高水準の受注実績を上回ることはできませんでした。なお、昨年

１２月に、がらんどう空間が特徴の住まい「へーベルハウスTM ＫＵＧＯ」を上市しまし

た。 

 

＜ファーマ＞セグメント・・・医薬・医療事業 

売上高は７９４億円で、前年同期比３２億円（３．８％）の減収となりましたが、営業利

益は１２０億円で、数理計算上の差異償却による影響額３８億円の益を含め前年同期比２億

円（１．６％）の増益となりました。 

医薬事業においては、医療費抑制策の影響を受け厳しい状況が続く中で、排尿障害治療薬

「フリバスTM」、抗うつ薬「トレドミンTM」は順調に売上を拡大しましたが、カルシトニ

ン製剤「エルシトニンTM」は競合品との競争激化により販売量が減少しました。医療事

業においては、人工腎臓は販売価格の下落で売上が伸び悩んだ一方、吸着型血液浄化器

「セルソーバTM」については順調に売上を拡大しました。 

 

＜せんい＞セグメント・・・繊維事業 

売上高は７８３億円で、前年同期比１５億円（１．９％）の増収、営業利益は４２億円で、

数理計算上の差異償却による影響額３１億円の益を含め前年同期比３０億円（２５８．８％）

の増益となりました。 

繊維事業は、原燃料価格が高値で推移し、厳しい状況となりましたが、不織布事業の合繊

長繊維不織布「エルタスTM」、人工皮革「ラムースTM」が数量を伸ばした他、ポリウレタン弾

性繊維「ロイカTM」も欧州を中心に販売量を拡大しました。ナイロン６６繊維「レオナTM」に

ついても販売量を増加させました。 

 

＜エレクトロニクス＞セグメント・・・エレクトロニクス事業 

売上高は７０９億円で、前年同期比１０６億円（１７．５％）の増収、営業利益は１４５

億円で、数理計算上の差異償却による影響額１６億円の益を含め前年同期比２９億円

（２４．８％）の増益となりました。 

エレクトロニクス事業は、デジタル家電や携帯電話関連および中国を始めとした海外需要

拡大の影響により、半導体、ホールICなどの電子部品関連で売上を伸ばしました。また、半

導体材料・基板材料などの電子材料においても好調なマーケット需要を背景に順調に推移し

ました。 

 

＜建材＞セグメント・・・建材事業 

売上高は４５９億円で、前年同期比６億円（１．２％）の減収、営業利益は２４億円で、

数理計算上の差異償却による影響額２２億円の益を含めて前年同期の１２億円の赤字から

３６億円改善しました。 
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建材事業は、大幅なコスト削減を図るため事業構造の改善を進めていますが、軽量気泡コンク

リート「ヘーベルTM」において需要が好調に推移した他、高機能断熱材「ネオマTMフォーム」や

中小規模建築向けパイルなど差別化商品も順調に売上を伸ばしました。一方、事業撤収を決

定した「グランデTM」および自社生産中止による完全OEM化を決定した既製コンクリートパ

イルは売上が減少しました。 

 

＜ライフ＆リビング＞セグメント・・・生活製品関連事業 

売上高は４６７億円で、前年同期比１５億円（３．３％）の増収、営業利益は５６億円で、

数理計算上の差異償却による影響額１３億円の益を含め前年同期比２億円（３．７％）の増

益となりました。 

ホームプロダクツ事業においては、パッケージを一新した「サランラップTM」が、重点的

な広告宣伝費の投入も寄与し、順調に販売数量を伸ばしました。パッケージング事業におい

ては、機能フィルム「サンテックTMＳフィルム」などの包装材を中心として、原材料価格の

高騰、価格競争の激化により厳しい状況で推移しました。 

 

＜サービス・エンジニアリング等＞セグメント 

売上高は１６３億円で、前年同期比３４億円（１７．３％）の減収、営業利益は１６億円

で、前年同期比５億円（５１．１％）の増益となりました。 

当セグメントにおいては、一昨年１１月、塩事業を営む新日本ソルト（株）および赤穂海

水（株）の株式を譲渡したことなどから減収となりました。 

 

③ 通期の見通し 

平成１６年１１月９日に発表しました通期の業績予想に対し、住宅、医薬・医療、繊維、

エレクトロニクスの各事業が弱含みに推移していますが、ケミカル事業が好調に推移するこ

となどから、売上はやや下方への修正となるものの、利益については前回予想と同額となる

ことを見込んでおります。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報 

① 財政状態（平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日の増減） 

当第３四半期末の総資産は、前期末に比べて７１６億円増加し、１兆３，２０８億円と

なりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金が２９８億円増加したことや棚卸資産

が３５３億円増加したことなどです。 

株主資本は、利益剰余金が３６６億円増加したことやその他有価証券評価差額金が増加し

たことなどから、前期末に比べて４９１億円増加し４,９９５億円となりました。この結果、

株主資本比率は３７.８％となりました。 

有利子負債は、前期末に比べて７５億円増加し、２，８５８億円となりました。 
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② キャッシュ・フローの状況（平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益７３２億円や減価償

却費５２２億円などの収入があった一方、売上債権や棚卸資産の増加などの支出があり、

差し引き５０６億円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得５６９億円などの投資を実

施し、４３８億円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、銀行借入による資金調達などを実施した一方、

親会社による配当の支払いなどがあり、３６億円の支出となりました。 

非連結子会社の連結化に伴う増加額１５億円などもあり、これらの結果、当第３四半期

の現金及び現金同等物の期末残高は、前期末より５０億円増加し、７５９億円となりまし

た。 
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（要 約）連 結 損 益 計 算 書
(平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日)

(参考）
  科           目 平成16年３月期

金　　額 百分比 金　　額 百分比 金額 増減率 金　　額 百分比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売 上 高 1,011,787 100.0 904,557 100.0  107,230 11.9 1,253,534 100.0

売 上 原 価 733,290 72.5 659,079 72.9  74,211 11.3 924,206 73.7

売 上 総 利 益 278,497 27.5 245,477 27.1  33,020 13.5 329,328 26.3

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 188,847 18.6 200,841 22.2 △ 11,994 -6.0 268,396 21.4

営 業 利 益 89,650 8.9 44,636 4.9  45,014 100.8 60,932 4.9

営 業 外 収 益 （ 6,182 ） 0.6 （ 3,336 ） 0.4 （  2,846 ） 85.3 （ 5,523 ） 0.4

受 取 利 息 ・ 配 当 金 2,012 1,823  189 2,093
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 1,817 －  1,817 783
雑 収 益 2,354 1,513  841 2,647

営 業 外 費 用 （ 7,573 ） 0.8 （ 9,266 ） 1.0 （△ 1,693 ） -18.3 （ 12,812 ） 1.0

支 払 利 息 2,803 3,303 △ 500 4,221
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 － 44 △ 44 －
雑 損 失 4,770 5,918 △ 1,148 8,591

 

経 常 利 益 88,259 8.7 38,706 4.3  49,553 128.0 53,643 4.3

特  別  利  益 （ 2,816 ） 0.3 （ 9,287 ） 1.0 （△ 6,471 ） -69.7 （ 10,665 ） 0.9

投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,892 3,137 △ 1,245 4,150
固 定 資 産 売 却 益 773 6,150 △ 5,377 6,512
そ の 他 151 －  151 3

特  別  損  失 （ 17,885 ） 1.8 （ 7,172 ） 0.8 （  10,713 ） 149.4 （ 9,488 ） 0.8

固 定 資 産 処 分 損 5,451 2,703  2,748 4,445
構 造 改 善 費 用 12,147 4,153  7,994 4,591
そ の 他 287 317 △ 30 452

 73,190 7.2 　 40,820 4.5  32,370 79.3 54,820 4.4

 26,058 2.6 　 20,561 2.3　  5,497 26.7 26,570 2.2

損 429 -0.0 損 465 -0.0 益 36 -7.7 損 578 -0.0

46,703 4.6 19,795 2.2  26,908 135.9 27,672 2.2

※　監査法人による監査は受けておりません。

増減額　A－B

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

前第３四半期（9ヶ月）B

税金等調整前四半期（当期）純利益

法 人 税 等
少 数 株 主 損 益

当第３四半期（9ヶ月）A

－　６　－
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（要 約）連 結 貸 借 対 照 表
（ 平成１６年１２月３１日 現在 ）

科　　　　　目 当第３四半期末Ａ 前年度末Ｂ 増減額Ａ－Ｂ 中間期末

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 金　額 構成比

（　　資　　産　　の　　部　　） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

流動資産 （ 632,664 ） 47.9 （ 554,404 ） 44.4 （ 78,260 ）（ 571,459 ） 45.4

現 金 及 び 預 金 75,946 70,725 5,221 56,812

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 264,991 235,167 29,824 250,124

有 価 証 券 330 399 △ 69 159

棚 卸 資 産 216,928 181,609 35,319 201,718

そ の 他 74,469 66,504 7,965 62,646

固定資産 （ 688,095 ） 52.1 （ 694,802 ） 55.6 （ △ 6,707 ）（ 686,445 ） 54.6

有 形 固 定 資 産 423,758 428,302 △ 4,544 424,535

無 形 固 定 資 産 36,366 39,675 △ 3,309 37,658

投 資 そ の 他 の 資 産 227,971 226,825 1,146 224,252

資 産 合 計 1,320,759 100.0 1,249,206 100.0 71,553 1,257,904 100.0

科　　　　　目 当第３四半期末Ａ 前年度末Ｂ 増減額Ａ－Ｂ 中間期末

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 金　額 構成比

（　　負　　債　　の　　部　　） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

流動負債 （ 455,057 ） 34.4 （ 390,428 ） 31.2 （ 64,629 ）（ 392,693 ） 31.2

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 160,820 119,926 40,894 138,427

短 期 借 入 金 60,615 34,719 25,896 34,925

一 年 以 内 償 還 予 定 社 債 34,000 24,985 9,015 24,000

そ の 他 199,622 210,798 △ 11,176 195,341

固定負債 （ 360,099 ） 27.3 （ 402,350 ） 32.2 （ △ 42,251 ）（ 378,426 ） 30.1

社 債 109,000 136,000 △ 27,000 124,000

長 期 借 入 金 82,156 82,266 △ 110 81,077

退 職 給 付 引 当 金 141,796 158,148 △ 16,352 146,917

そ の 他 27,147 25,936 1,211 26,432

負 債 合 計 815,156 61.7 792,778 63.4 22,378 771,119 61.3

（　少  数　株　主　持　分　）

少数株主持分 6,100 0.5 5,977 0.5 123 5,989 0.5

（　　資　　本　　の　　部　　）

資本金 103,389 103,389 － 103,389

資本剰余金 79,411 79,396 15 79,401

利益剰余金 286,454 249,820 36,634 272,340

その他有価証券評価差額金等 47,160 34,506 12,654 42,436

自己株式 △ 16,911 △ 16,660 △ 251 △ 16,770

資 本 合 計 499,503 37.8 450,451 36.1 49,052 480,796 38.2

負債、少数株主持分及び資本合計 1,320,759 100.0 1,249,206 100.0 71,553 1,257,904 100.0

※　監査法人による監査は受けておりません。

－　７　－



（旭化成株式会社） ［連結］

（要約）連結キャッシュ・フロー計算書

（平成16年４月１日～平成16年12月31日）

当第３四半期Ａ 前第３四半期Ｂ 増減額Ａ－Ｂ 前年度

（９ヶ月） （９ヶ月）

金　額 金　額 金　額 金　額

百万円 百万円 百万円 百万円

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純利益 ７３,１９０ ４０,８２０ ３２,３７０ ５４,８２０ 

減価償却費 ５２,２０７ ４６,８８４ ５,３２３ ６４,４０８ 

売上債権の増加額 △２７,８７０ △１７,９６６ △９,９０４ △６,９１０ 

棚卸資産の増加額 △３４,６２５ △３１,７５８ △２,８６７ △７,３０１ 

仕入債務の増加額 ３９,９４９ ２３,３９２ １６,５５７ ７,７４２ 

その他 △５２,２１４ ５,２７３ △５７,４８７ ９,３８９ 

営業活動によるキャッシュ・フロー ５０,６３７ ６６,６４６ △１６,００９ １２２,１４７ 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △５６,９３６ △６６,２１０ ９,２７４ △８０,７０１ 

投資有価証券の取得による支出 △７７７ △８,７９９ ８,０２２ △１０,１９０ 

その他 １３,９３４ △４,５５３ １８,４８７ １１,５６８ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △４３,７７９ △７９,５６２ ３５,７８３ △７９,３２３ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー △３,５９７ ９,５６６ △１３,１６３ △５０,６３７ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 １８２ △３９２ ５７４ △７５３ 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 ３,４４３ △３,７４３ ７,１８６ △８,５６６ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ７０,８９８ ７９,２９１ △８,３９３ ７９,２９１ 

Ⅶ 非連結子会社の連結化に伴う増加額 １,５４０ １７２ １,３６８ １７２ 

Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 ７５,８８１ ７５,７２１ １６０ ７０,８９８ 

※　監査法人による監査は受けておりません。

科　　　目

－　8　－



（旭化成株式会社）
＜平成１７年３月期　第３四半期　参考資料＞

１．セグメント別売上高及び営業損益（平成１６年４月から１２月までの累計）

（１）連結売上高 （億円）

ケミカルズ

ホームズ

ファーマ

せんい

エレクトロニクス

建材

ライフ＆リビング

サービス・エンジニアリング等

合計

（２）連結営業損益 ( )内の数字は数理計算上の差異償却額（内数） （億円）

ケミカルズ (39) (△41) (80) (56)

ホームズ (25) (△14) (38) (33)

ファーマ (17) (△21) (38) (24)

せんい (15) (△16) (31) (22)

エレクトロニクス (8) (△8) (16) (11)

建材 (11) (△11) (22) (15)

ライフ＆リビング (6) (△6) (13) (9)

サービス・エンジニアリング等 (0) (△0) (0) (0)

合計 (120) (△118) (238) (170)

消去又は全社 (25) (△23) (47) (33)

連結営業損益 (145) (△140) (285) (202)

２．住宅　請負事業の状況（平成１６年４月から１２月までの累計）

受 注 高 （ 億 円 ）

受 注 戸 数 （ 戸 ）

受 注 残 高 （ 億 円 ）

売 上 戸 数 （ 戸 ）

売 上 高 （ 億 円 ）

３．その他の項目

ナ フ サ 価 格

（国産ナフサ（￥／ｋｌ））

為 替 レ ー ト

（相場平均（￥／＄））

以　上

第３四半期(９ヶ月実績）第４四半期(３ヶ月予想）

H17/3期

増減

(A)-(B)

863

384   

△ 34
1,072

145
△ 32

15
106

増減

(A)-(B)

△ 6
15

2,590          
794            
783            
709            

464             
452             

2,445           
825             

H17/3期

第３四半期

９ヶ月実績(A)

4,153          

24 

第３四半期

９ヶ月実績(A)

H17/3期

332 
174 
120 
42 

197             

145 

459            
467            
163            

10,118         9,046           

H16/3期

第３四半期

９ヶ月実績(B)

769             
604             

H16/3期

第３四半期

９ヶ月実績(B)

3,290           
3,780      
1,050      
1,050      

H17/3期

930        
600        
600        

H17/3期

通期

見通し

5,540      

65 

1,150 

250        
13,800     

通期

25 
1,175 
△ 25 

見通し

405 
305 
135 

165 
50 

25 

10,085         

2,172          2,321           

10,106         11,753          

(A)-(B)

31,800

109

32,200

103

2,995      

14,185     

9,633           452

△ 150

H17/3期

通期

見通し

△ 1,647

H17/3期 H16/3期 増減

第３四半期 第３四半期

９ヶ月実績(A) ９ヶ月実績(B)

3,203          3,158           45 3,069      

2,159          1,983           176

15,268     

3,116      

56 
16 

908 
△ 12 
897 

126 
101 
118 
12 

116 
△ 12 

54 
11 

524 
△ 78 

446 

206   
73    
2     

30    
29    
36    
2     
5     

67    
450   

通期見通し

31,900

108
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